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[具体的データ]

表1 促成イチゴの本圃におけるＩＰＭシステム

注） 1. 網掛けの枠内は生物資材の使用を示す。
2. 薬剤名のアルファベットは剤形を示す。

WP:水和剤 SP:水溶剤 G：粒剤 FL:フロアブル EC:乳剤
3. コロマイトWP散布2週間後に放飼する。

4. プランターへのムギ播種（3～5g/個）と発芽後のムギクビレアブラムシ接種を示す。

5. マルチ被覆前、ただし定植後1か月以内に株元散布を行う。
6. 作業時間、時価労働評価額及び薬剤費を基に算出した。

7. チョウ目害虫の防除には緑色灯も有効である。
8. 本システムは平成21年度9月現在の農薬登録情報を基に作成。

[その他]

研究課題名：暖地の施設イチゴにおける病害虫総合管理システムの体系化と実証

予 算 区 分：独法受託（生物機能プロ）

研 究 機 関：平成20年度（平成18～20年）

研究担当者：柳田裕紹、森田茂樹、石井貴明、浦 広幸、嶽本弘之

主な作業 ハダニ類 アブラムシ類 アザミウマ類 チョウ目害虫 うどんこ病

中旬

下旬

上旬 バンカー準備  4）

　10月 中旬 マルチ被覆 モスピランＧ  5） トルネードＦＬ

下旬 ビニル被覆 コロマイトＷＰ  2）
バンカープラント
設置（6個/10a）

スピノエースＷＰ ＢＴ剤

上旬
ミヤコカブリダニ  3)

（5000頭/10a）

コレマンアブラバチ
（500頭/10a）

ＢＴ剤 タフパールWP

　11月 中旬 タフパールWP

下旬 収穫開始

上旬

　12月 中旬 ダニサラバＦＬ

下旬

上旬
チリカブリダニ
（5000頭/10a）

バンカー準備  4）

　1月 中旬

下旬 マイトコーネＦＬ
バンカープラント
更新(6個/10a）

上旬

　2月 中旬

下旬

上旬 マッチEC

　3月 中旬 フルピカFL

下旬 ストロビーFL

上旬 スピノエースＷＰ  トリフミンWP

　4月 中旬 ベルクートFL

下旬 ルビゲンWP

上旬

　5月 中旬

下旬 収穫終了

県基準

32

000,062）円（トスコ除防　　

対象病害虫

ボトキラー

ダクト内投入

散布

定植　9月

269,000

　　薬剤使用回数（回）

モスピランSP

モスピランSＰ

10当たり防除コスト  6）
総合管理システム

（化学薬剤＋生物資材）
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